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W129a 「すざく」衛星による低質量X線連星 Sco X-1の硬X線放射の観測 (2)
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中性子星のエディントン限界光度 1038 erg/sに近い低質量X線連星は、Z天体と呼ばれている。Z天体は、カ
ラーカラー図の上でHorizontal branch (HB)、Normal branch (NB)、Flaring branch (FB)と呼ばれる 3つの状
態を遷移することが知られており、BoppoSAX、RXTE、INTEGRAL衛星により 50 keV以上で熱的放射を卓越
するハードテールの検出が報告されている。また、観測衛星や時期、天体によってハードテールが観測されたり
されなかったりしており、ハードテールの起源についてはよく分かっていない。この現象を明らかにすることで、
中性子星や降着円盤の内縁付近の物理描像を明らかにすることにつながると考えている。
Sco X-1はX 線で全天一明るい Z 天体であるため、状態遷移に伴うハードテールの時間変動を調べるのに適し

ている。そのため我々は「すざく」衛星に Sco X-1 の観測を提案し、2015 年 3 月 9-12 日に実施した。前回の年
会では、PIN 検出器とGSO 検出器によって得られた全時間平均の 15–100 keVのスペクトル解析した。バック
グラウンドを注意深く差し引くことで、中性子星表面からの黒体放射が熱的プラズマで逆コンプトン散乱されて
いるモデルでは、50 keV以下しか再現できないことが分かった。50 keV以上にはハードテールが存在している
可能性が高く、そのフラックスは 20–200 keVで (2–6)×10−10erg/cm2/s であった。本講演では、Sco X-1の状態
遷移に着目し、その中でハードテールが変動しているのかを調べた。そのため、XIS 検出器とPIN 検出器を用い
てカラーカラー図を作成したところ、今回の「すざく」の観測時間帯でも、Z 天体にみられるHB、NB、FBの
3つの状態を遷移していることを確認した。各状態とハードテールの強度の関係について報告する。


